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「○○タイム」の基本展開

　スリンプル・プログラム（以下、スリンプル）を構成する２本柱

の１つ、「○○タイム」の基本展開について説明します。

　10分間で行う「○○タイム」は“型”を大切にします。型とは一

定の流れ、ルーティンのことです。全校の型が揃うと、例えば、同

学年の１組と２組の子どもたちが合同で実施したり、半数の子ども

を入れ替えて実施したりすることが可能となります。また、担任を

チェンジして実施することも可能となります。時には「今日は、校

長先生と一緒だよ」等のサプライズも用意できます。さらに、型が

あることで、ＡＳＤ（自閉症スペクトラム障害）等のある“気にな

る子”も見通しをもちやすく、活動への参加もしやすくなります。

一部の教員や子どもだけではなく、すべての教員・子どもが実践で

きる・楽しめる活動が「○○タイム」です。つまり、「○○タイム」
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はユニバーサル（万人向け）なかかわり活動をめざしています。

　それでは、前ページの資料１に示した基本展開に沿って、演習

（エクササイズ）である「アドジャン」（滝沢、2004）を例に「名城タ

イム」（架空の小学校の６年生を想定）を紙上で展開してみます。

　（ここは、次節で詳しく述べます。）
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